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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B6
執務環境改善事業費 総務費 財産管理費 県有財産管理営繕事業費

 宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 186,692 186,692 91,223

前年額 95,469 95,469

平成31年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

総務管
理費

事 業
期 間

平成30年度～ 根 拠
法 令平成32年度

　本庁で築年数が最も古く、壁等の劣化が著しい「本庁
舎」の職員が専ら執務を行う室及び会議室などの来庁者
が利用する室の環境改善を図る。
（１）執務環境改善事業　　　　　　　186,692千円

（１）事業内容　　　　
　　　　執務環境改善事業（総額）　　　407,329　千円
　　ア　平成30年度　執務環境改善事業　 95,469　千円
　　イ　平成31年度　執務環境改善事業　186,692　千円
    ウ　平成32年度　執務環境改善事業　125,168　千円

（２）事業計画
　　平成30年度　本庁舎1階、2階（平成29年度に先行して整備した3課、知事室等を除く）の執務室の環境改善
　　平成31年度　本庁舎4階、5階の執務室の環境改善
　　平成32年度　本庁舎3階、地下1階（浄書センターのみ）の執務室の環境改善

（３）事業効果
　　　職員や県民が変化を実感し、整理整とんが率先して行われる職場へと改善されることで、職員の事務効率の向上、
　　優秀な人材の確保、来庁者の利便性の向上が図られる。

（４）その他
　　　円滑な事業の実施のため、公募型プロポーザルによる一括発注を基本とする。
　　　床の補修については、室によって状態が異なることから、既定予算で対応する。

（県10/10）

（１）人件費　9,500千円×1.0人＝9,500千円
（２）組織の新設　なし
（３）改廃及び増員　なし

前年との
対比

― 総務部 B6 ―
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